
アスファルト混合物配合設計報告書

混合物： 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

２０２４年 ４月

倉 吉 ア ス コ ン 株 式 会 社



混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

報告年月日 ２０２４年 ４月１５日

報 告 者 田子三由生

ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 配 合 設 計 総 括 表

１．使用材料の種類及び産地

材料の種類 製造会社名 産 地 材 質

２．使用骨材の配合割合

材 料

配合割合％

３．合成粒度

ふ る い 目

通過質量百分率％

粒 度 範 囲
上 限

下 限

４．設計アスファルト量の決定

試 験 項 目

試 験 値

基 準 値
上 限

下 限

最適ＡＳ量密 度理 論 密 度空 隙 率飽 和 度安 定 度フ ロ ー

( % ) ( g / c m ) ( g / c m ) ( % ) ( % ) ( k N ) ( c m )
1

1 0 0
3 3

６号砕石 坂田砕石工業㈱ 岡山県久米郡久米南町 硬質粘板岩

７号砕石 坂田砕石工業㈱ 岡山県久米郡久米南町 硬質粘板岩

砕砂 坂田砕石工業㈱ 岡山県久米郡久米南町 硬質粘板岩

再生骨材 1 3 - 0 倉吉アスコン 倉吉市馬場町 ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ ｶ ﾞ ﾗ

ニッシールＧＳ× 日進化成㈱ 岡山県玉野市玉原 ﾎ ﾟ ﾘ ﾏ ｰ 改質Ⅰ型

ＲＪ- 1 三徳アスリード㈱ 再生用添加剤

６号砕石 ７号砕石 砕砂
再生骨材

1 3 - 0

15.0 10.0 15.0 60.0

計

100.0

53 m m 3 7 . 5 3 1 . 5 2 6 . 5 1 9 1 3 . 2 9 . 5 4 . 7 5 2 . 3 6 1 . 1 8 6 0 0 μm 3 0 0 1 5 0 7 5

100.0

100

100

99.1

100

95

65.4

70

55

41.0

50

35

25.2

30

18

16.4

21

10

8.6

16

6

6.3

8

4

5.6 2.385 2.486 4.1 75.9 11.19 36

残留安定度

( % )

91.8

7 5 . 0 以上

6

3

8 5

7 0 4 . 9 0 以上

40

20

※ マーシャル試験の結果はグラフより求めた値である



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

骨 材 試 験 成 績 表

ふるい分け試験

ふるい目の開き

通
過
質
量
百
分
率
％

性状試験

試 験 項 目

密 度

表 乾

か さ

見 掛

６号砕石

６号砕石

７号砕石

７号砕石

砕砂

砕砂

再生骨材
1 3 - 0

再生骨材
1 3 - 0

吸 水 率 ／ 水 分 量 ％

す り へ り 減 量 ％

安 定 性 ％

微 粒 分 量 試 験 ％

軟 石 含 有 量 ％

偏 平 細 長 石 片 ％

単 位 容 積 質 量

粘 土 塊 量 ％

最 大 密 度

旧 Ａ ｓ 含 有 量 ％

旧 Ａ ｓ 針 入 度

圧 裂 係 数

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

100.0

96.5

6.7

1.2

2.674

2.649

2.718

0.95

12.3

1.4

0.5

2.4

1.558

0.02

100.0

97.2

11.1

1.1

2.654

2.615

2.721

1.48

1.5

1.497

100.0

93.5

32.8

17.2

10.1

6.0

2.661

2.627

2.723

1.30

2.7

1.689

100.0

99.3

66.1

42.8

33.7

23.0

11.9

9.0

1.2

2.511

4.87

1.10



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

骨 材 粒 度 設 計 （ 修 正 後 ）

３．使用予定骨材の合成粒度 修正後

骨 材

配 合 率 Ａ ％

通

過

質

量

百

分

率

Ｂ

％

各骨材のふるい目の大 きさ別配合 率 ( A ) ×( B ) 合 成

４．骨材の密度による配合率の補正

骨 材

① 配 合 率

② 密 度

③ = ① × ②

補 正 配 合 率

③／計× 1 0 0

計

６号砕石 ７号砕石 砕砂 再生骨材
1 3 - 0

5 3 m m

5 3 m m

3 7 . 5

3 7 . 5

3 1 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

2 6 . 5

1 9

1 9

1 3 . 2

1 3 . 2

9 . 5

9 . 5

4 . 7 5

4 . 7 5

2 . 3 6

2 . 3 6

1 . 1 8

1 . 1 8

6 0 0 μm

6 0 0 μm

3 0 0

3 0 0

1 5 0

1 5 0

7 5

7 5

1 5 . 0 1 0 . 0 1 5 . 0 6 0 . 0

1 0 0 . 0

1 5 . 0

9 6 . 5

1 4 . 5

6 . 7

1 . 0

1 . 2

0 . 2

1 0 0 . 0

1 0 . 0

9 7 . 2

9 . 7

1 1 . 1

1 . 1

1 . 1

0 . 1

1 0 0 . 0

1 5 . 0

9 3 . 5

1 4 . 0

3 2 . 8

4 . 9

1 7 . 2

2 . 6

1 0 . 1

1 . 5

6 . 0

0 . 9

1 0 0 . 0

6 0 . 0

9 9 . 3

5 9 . 6

6 6 . 1

3 9 . 7

4 2 . 8

2 5 . 7

3 3 . 7

2 0 . 2

2 3 . 0

1 3 . 8

1 1 . 9

7 . 1

9 . 0

5 . 4

1 0 0 . 0

9 9 . 1

6 5 . 4

4 1 . 0

2 5 . 2

1 6 . 4

8 . 6

6 . 3



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

骨 材 の 粒 径 加 積 曲 線 図

５．合成粒度

合 成 粒 度
ふ る い 目

作 図 法 修 正 後
目 標 粒 度 粒 度 範 囲

６．粒径加積曲線図

粒度範囲

目標粒度

修正後

ふ る い 目

通

過

質

量

百

分

率

％

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

1 0 0 . 0

9 8 . 9

6 6 . 7

4 1 . 4

1 7 . 8

1 0 . 3

5 . 7

3 . 8

1 0 0 . 0

9 9 . 1

6 5 . 4

4 1 . 0

2 5 . 2

1 6 . 4

8 . 6

6 . 3

1 0 0 . 0

9 7 . 5

6 5 . 0

4 5 . 0

2 4 . 0

1 5 . 5

1 1 . 0

6 . 0

1 0 0

9 5 ～ 1 0 0

5 5 ～ 7 0

3 5 ～ 5 0

1 8 ～ 3 0

1 0 ～ 2 1

6 ～ 1 6

4 ～ 8

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 51 91 3 . 29 . 54 . 7 52 . 3 61 . 1 86 0 0 μm3 0 01 5 07 5
0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

80

90

1 0 0



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

設計圧裂係数への調整（添加剤量）

材料名
試験項目

通
過

質
量

百
分

率
％

規格値

3 . 8 以上

1 . 7 0 以下

5 以下

旧アスファルト含有率

圧裂係数

微粒分量試験による損失量

最大密度

％

M P a / m m

％

再生添加剤の性状

項 目 試 験 値 標準的性状

動 粘 度 ( 6 0 ℃) mm /s2

引 火 点 ℃

薄膜加熱後の粘度比 ( 6 0 ℃)

薄 膜 加 熱 質 量 変 化 率 ％

密 度 ( 1 5 ℃) g / c m 3

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

再生骨材

1 3 - 0

1 0 0 . 0

9 9 . 3

6 6 . 1

4 2 . 8

3 3 . 7

2 3 . 0

1 1 . 9

9 . 0

4 . 8 7

1 . 1 0

1 . 2

2 . 5 1 1

0 . 9 2 5

8 2 . 1

2 6 8

1 . 0 7

- 0 . 6 8

８０～１０００

２５０以上

２以下

±３％以内

＜添加剤量と圧裂係数の関係＞

添加剤量

圧裂係数

0.0

1.1 0

5.0

0.7 8

10. 0

0 . 6 5

1 5 . 0

0 . 6 0

設計圧裂係数 0.7 0 （規格値 0.6 0 ～ 0. 8 0 )

設計圧裂係数への調整

0 5 10 15 20 25

添加剤量％

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0 . 6

0 . 7

0 . 8

0 . 9

1 . 0

1 . 1

圧
裂
係
数

▼

(7.5)

＜設計圧裂係数への調整結果＞

設計添加剤量 7.5

設計添加剤量（対混合物） 0.27



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

理 論 最 大 密 度 計 算 表

骨 材 の 種 類 Ａ 骨 材 の み Ｂ( )旧アスファルト含む

計

設 計 針 入 度 1 / 1 0 m m

旧 ア ス フ ァ ル ト 量 ( 外割％)

再 生 用 添 加 剤 量 （ 対 ア ス フ ァ ル ト 量 ） ％

再 生 用 添 加 剤 量 （ 対 再 生 混 合 物 ) ( 外割％)

再 生 ア ス フ ァ ル ト 量 （％）

再 生 ア ス フ ァ ル ト 量

旧 ア ス フ ァ ル ト 量

再 生 用 添 加 剤 量

新 ア ス フ ァ ル ト 量

（外割％）

（外割％）

（外割％）

（外割％）

６号砕石 1 5 . 0 1 5 . 0 0

７号砕石 1 0 . 0 1 0 . 0 0

砕砂 1 5 . 0 1 5 . 0 0

再生骨材 1 3 - 0 6 0 . 0 6 3 . 0 7

1 0 0 . 0 1 0 3 . 0 7

3 . 0 7

7 . 5 0

0 . 2 7

4.5

4.71

3.07

0.27

1.37

5. 0

5. 2 6

3.07

0.27

1.92

5.5

5 .8 2

3 .0 7

0 .2 7

2 .4 8

6 . 0

6. 3 8

3. 0 7

0. 2 7

3. 0 4

6 . 5

6 . 9 5

3 . 0 7

0 . 2 7

3 . 6 1

5.6

5.93

3.07

0.27

2.59



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

理 論 最 大 密 度 計 算 表

① ② ③ ④ ⑤

骨 材 の 種 類 配合率( % )
骨 材 の 密 度 （ｇ／ｃｍ ）3

表 乾 か さ 見 掛
計算に用いる密度 ②／④

Σ②＝ Σ⑤＝

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

アスファルト量

( % )

アスファルトの

密 度
⑥／⑦ Σ⑤ ⑧＋⑨

理 論 最 大 密 度

( Σ②＋⑥）／⑩

６号砕石 1 5 . 0 0 2 . 6 7 4 2 . 6 4 9 2 . 7 1 8 2 . 7 1 8 5 . 5 1 9

７号砕石 1 0 . 0 0 2 . 6 5 4 2 . 6 1 5 2 . 7 2 1 2 . 7 2 1 3 . 6 7 5

砕砂 1 5 . 0 0 2 . 6 6 1 2 . 6 2 7 2 . 7 2 3 2 . 7 2 3 5 . 5 0 9

再生骨材 1 3 - 0 6 3 . 0 7 2 . 5 1 1 2 5 . 1 1 7

ＲＪ- 1 0 . 2 7 0 . 9 2 5 0 . 2 9 2

1 0 3 . 3 4 4 0 . 1 1 2

1 . 3 7 1 . 3 2 2 4 0 . 1 1 2 4 1 . 4 3 4 2 . 5 2 7

1 . 9 2 1 . 8 5 3 4 0 . 1 1 2 4 1 . 9 6 5 2 . 5 0 8

2 . 4 8 2 . 3 9 4 4 0 . 1 1 2 4 2 . 5 0 6 2 . 4 9 0

3 . 0 4 2 . 9 3 4 4 0 . 1 1 2 4 3 . 0 4 6 2 . 4 7 1

3 . 6 1 3 . 4 8 5 4 0 . 1 1 2 4 3 . 5 9 7 2 . 4 5 3

2 . 5 9 2 . 5 0 0 4 0 . 1 1 2 4 2 . 6 1 2 2 . 4 8 6

1 . 0 3 6



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

アスファルトの種類 アスファルトの密度（Ａ） アスファルトの温度 骨 材 の 温 度

突 固 め 温 度 突 固 め 回 数 力計の係数（Ｂ）

℃ ℃

℃ 回

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲供

試

体

条

件

供

試

体

番

号

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
％

供試体寸法

厚さ（ｃｍ）

1 2 3 4 平均

密 度 安定度空
中
質
量

水
中
質
量

表
乾
質
量

容

積

か

さ

理

論

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

容

積

空

隙

率

骨
材
間
隙
率

飽

和

度

力
計
の

読

み

安
定
度

フ
ロー

値

安
定
／
フ
ロー

（ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｃｍ ） （ｇ/ ｃｍ ）（ｇ/ ｃｍ ） （％） （％） （％） （％） （ｋＮ） 1 / 1 0 0ｃｍ （ｋＮ／ｍ）
3 3 3

⑨ － ⑧ ⑦ ／ ⑩ ⑬ ＋ ⑭ （Ｂ）×⑰
①×⑪

（Ａ）
（1 －⑪／⑫）

×1 0 0 ⑬／⑮×１００

平均

平均

平均

平均

平均

再生アスファルト 1.025 175 215

160 50 0.142

標

準

4.5

1 6.42 6.40 6.41 6.40 6.41 1193.3 686.2 1195.3 509.1 2.344 59 8.38 21

2 6.43 6.45 6.44 6.45 6.44 1194.2 688.5 1196.0 507.5 2.353 70 9.94 25

3 6.30 6.31 6.29 6.30 6.30 1194.3 688.5 1196.1 507.6 2.353 68 9.66 27

2.350 2.527 10.3 7.0 17.3 59.5 9.33 24 3888

標

準

5.0

4 6.37 6.33 6.35 6.40 6.36 1208.3 701.8 1209.5 507.7 2.380 80 11.36 32

5 6.27 6.23 6.28 6.27 6.26 1213.3 705.2 1214.6 509.4 2.382 67 9.51 24

6 6.41 6.40 6.47 6.45 6.43 1210.7 701.4 1212.2 510.8 2.370 74 10.51 28

2.377 2.508 11.6 5.2 16.8 69.0 10.46 28 3736

標

準

5.5

7 6.26 6.26 6.32 6.29 6.28 1220.8 710.6 1221.8 511.2 2.388 81 11.50 36

8 6.33 6.34 6.40 6.41 6.37 1215.3 706.4 1216.2 509.8 2.384 78 11.08 35

9 6.24 6.25 6.24 6.30 6.26 1220.2 708.6 1221.1 512.5 2.381 75 10.65 35

2.384 2.490 12.8 4.3 17.1 74.9 11.08 35 3166

標

準

6.0

10 6.28 6.24 6.24 6.29 6.26 1228.8 715.7 1229.4 513.7 2.392 75 10.65 37

11 6.41 6.40 6.38 6.38 6.39 1225.3 711.4 1225.8 514.4 2.382 85 12.07 38

12 6.37 6.38 6.42 6.42 6.40 1234.8 716.6 1235.4 518.8 2.380 73 10.37 43

2.385 2.471 14.0 3.5 17.5 80.0 11.03 39 2828

標

準

6.5

13 6.36 6.35 6.37 6.37 6.36 1222.4 709.6 1222.8 513.2 2.382 75 10.65 40

14 6.42 6.42 6.42 6.42 6.42 1226.4 708.6 1226.8 518.2 2.367 65 9.23 42

15 6.38 6.40 6.40 6.39 6.39 1224.0 708.6 1224.2 515.6 2.374 67 9.51 41

2.374 2.453 15.1 3.2 18.3 82.5 9.80 41 2390



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

設 計 ア ス フ ァ ル ト 量 の 決 定

密

度

空

隙

率

フ

ロ

｜

値

安

定

度

：残留安定度％（右目盛）7 5 以上

残

留

安

定

度

飽

和

度

アスファルト量（％）

アスファルト量（％）

密 度

安 定 度

空 隙 率

飽 和 度

フロー値

（ｇ／ｃｍ ）３

（％）

（１／１００ｃｍ）

( k N ) （％）

（％）

4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 4. 5 5 . 0 5.5 6 . 0 6 . 5

4.5 5.0 5.5 6.0 6 . 5 4 . 5 5 . 0 5.5 6 . 0 6 . 5

4.5 5.0 5.5 6.0 6 . 5

2. 2 90

2. 3 10

2. 3 30

2. 3 50

2. 3 70

2. 3 90

2. 4 10

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

2

3

4

5

6

7

8

40

50

60

70

80

90

1 00

0

10

20

30

40

50

60

7 0

7 5

8 0

8 5

9 0

9 5

1 0 0

( ３～６) ( ７０～８５)

( ２０～４０)

4.5 5.0 5.5 6. 0 6. 5

共通範囲 5 . 1 0 ～ 6 . 0 0 （％）

設計アスファルト量 5 . 6 （％）



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

残 留 安 定 度 試 験

アスファルトの種類 アスファルトの密度（Ａ） アスファルトの温度 骨 材 の 温 度

突 固 め 温 度 突 固 め 回 数 力計の係数（Ｂ）

℃ ℃

℃ 回

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲供

試

体

条

件

供

試

体

番

号

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
％

供試体寸法

厚さ（ｃｍ）

1 2 3 4 平均

密 度 安定度空
中
質
量

水
中
質
量

表
乾
質
量

容

積

か

さ

理

論

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

容

積

空

隙

率

骨
材
間
隙
率

飽

和

度

力
計
の

読

み

安
定
度

フ
ロー

値

残
留
安
定
度

（ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｃｍ ） （ｇ/ ｃｍ ）（ｇ/ ｃｍ ） （％） （％） （％） （％） （ｋＮ） 1 / 1 0 0ｃｍ （％）
3 3 3

⑨ － ⑧ ⑦ ／ ⑩ ⑬ ＋ ⑭ （Ｂ）×⑰
①×⑪

（Ａ）
（1 －⑪／⑫）

×1 0 0 ⑬／⑮×１００

平均

平均

平均

再生アスファルト 1.025 175 215

160 50 0.142

標

準

5.6

1 6.43 6.44 6.44 6.45 6.44 1223.3 710.6 1224.4 513.8 2.381 81 11.50 34

2 6.38 6.37 6.37 6.39 6.38 1227.1 712.8 1228.2 515.4 2.381 74 10.51 37

3 6.36 6.35 6.35 6.37 6.36 1225.6 713.8 1226.8 513.0 2.389 78 11.08 28

2.384 2.486 13.0 4.1 17.1 76.0 11.03 33

水

浸

5.6

1 6.29 6.29 6.27 6.28 6.28 1223.3 712.3 1224.4 512.1 2.389 70 9.94

2 6.39 6.40 6.39 6.38 6.39 1228.7 714.4 1229.8 515.4 2.384 70 9.94

3 6.40 6.41 6.42 6.41 6.41 1224.2 712.3 1225.2 512.9 2.387 74 10.51

2.387 2.486 13.0 4.0 17.0 76.5 10.13 91.8



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

ホットビン粒度設計（修正後）

３．使用予定骨材の合成粒度 修正後

骨 材

配 合 率 Ａ ％

通

過

質

量

百

分

率

Ｂ

％

各骨材のふるい目の大 きさ別配合 率 ( A ) ×( B ) 合 成

４．骨材の密度による配合率の補正

骨 材

① 配 合 率

② 密 度

③ = ① × ②

補 正 配 合 率

③／計× 1 0 0

計

３ビン ２ビン １ビン 再生骨材 回収ダスト

5 3 m m

5 3 m m

3 7 . 5

3 7 . 5

3 1 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

2 6 . 5

1 9

1 9

1 3 . 2

1 3 . 2

9 . 5

9 . 5

4 . 7 5

4 . 7 5

2 . 3 6

2 . 3 6

1 . 1 8

1 . 1 8

6 0 0 μm

6 0 0 μm

3 0 0

3 0 0

1 5 0

1 5 0

7 5

7 5

1 4 . 1 1 3 . 9 1 1 . 0 6 0 . 0 1 . 0

1 0 0 . 0

1 4 . 1

9 8 . 4

1 3 . 9

1 . 7

0 . 2

1 0 0 . 0

1 3 . 9

9 7 . 4

1 3 . 5

2 . 5

0 . 3

1 0 0 . 0

1 1 . 0

9 8 . 4

1 0 . 8

5 8 . 6

6 . 4

2 6 . 2

2 . 9

5 . 3

0 . 6

1 . 7

0 . 2

1 0 0 . 0

6 0 . 0

9 9 . 3

5 9 . 6

6 6 . 1

3 9 . 7

4 2 . 8

2 5 . 7

3 3 . 7

2 0 . 2

2 3 . 0

1 3 . 8

1 1 . 9

7 . 1

9 . 0

5 . 4

1 0 0 . 0

1 . 0

9 5 . 8

1 . 0

8 2 . 3

0 . 8

7 1 . 5

0 . 7

1 0 0 . 0

9 9 . 4

6 5 . 4

3 7 . 8

2 7 . 6

1 7 . 7

8 . 5

6 . 3



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

ホ ッ ト ビ ン の 粒 径 加 積 曲 線 図

５．合成粒度

合 成 粒 度
ふ る い 目

作 図 法 修 正 後
目 標 粒 度 粒 度 範 囲

６．粒径加積曲線図

粒度範囲

目標粒度

修正後

ふ る い 目

通

過

質

量

百

分

率

％

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

1 0 0 . 0

9 9 . 4

6 5 . 5

3 8 . 3

2 8 . 1

1 9 . 3

1 2 . 3

1 0 . 0

1 0 0 . 0

9 9 . 4

6 5 . 4

3 7 . 8

2 7 . 6

1 7 . 7

8 . 5

6 . 3

1 0 0 . 0

9 9 . 1

6 5 . 4

4 1 . 0

2 5 . 2

1 6 . 4

8 . 6

6 . 3

1 0 0

9 5 ～ 1 0 0

5 5 ～ 7 0

3 5 ～ 5 0

1 8 ～ 3 0

1 0 ～ 2 1

6 ～ 1 6

4 ～ 8

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 51 91 3 . 29 . 54 . 7 52 . 3 61 . 1 86 0 0 μm3 0 01 5 07 5
0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

80

90

1 0 0



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

理 論 最 大 密 度 計 算 表

骨 材 の 種 類 Ａ 骨 材 の み Ｂ( )旧アスファルト含む

計

設 計 針 入 度 1 / 1 0 m m

旧 ア ス フ ァ ル ト 量 ( 外割％)

再 生 用 添 加 剤 量 （ 対 ア ス フ ァ ル ト 量 ） ％

再 生 用 添 加 剤 量 （ 対 再 生 混 合 物 ) ( 外割％)

再 生 ア ス フ ァ ル ト 量 （％）

再 生 ア ス フ ァ ル ト 量

旧 ア ス フ ァ ル ト 量

再 生 用 添 加 剤 量

新 ア ス フ ァ ル ト 量

（外割％）

（外割％）

（外割％）

（外割％）

６号砕石 1 5 . 0 1 5 . 0 0

７号砕石 1 0 . 0 1 0 . 0 0

砕砂 1 5 . 0 1 5 . 0 0

再生骨材 1 3 - 0 6 0 . 0 6 3 . 0 7

1 0 0 . 0 1 0 3 . 0 7

3 . 0 7

7 . 5 0

0 . 2 7

5.6

5.93

3.07

0.27

2.59



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

理 論 最 大 密 度 計 算 表

① ② ③ ④ ⑤

骨 材 の 種 類 配合率( % )
骨 材 の 密 度 （ｇ／ｃｍ ）3

表 乾 か さ 見 掛
計算に用いる密度 ②／④

Σ②＝ Σ⑤＝

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

アスファルト量

( % )

アスファルトの

密 度
⑥／⑦ Σ⑤ ⑧＋⑨

理 論 最 大 密 度

( Σ②＋⑥）／⑩

６号砕石 1 5 . 0 0 2 . 6 7 4 2 . 6 4 9 2 . 7 1 8 2 . 7 1 8 5 . 5 1 9

７号砕石 1 0 . 0 0 2 . 6 5 4 2 . 6 1 5 2 . 7 2 1 2 . 7 2 1 3 . 6 7 5

砕砂 1 5 . 0 0 2 . 6 6 1 2 . 6 2 7 2 . 7 2 3 2 . 7 2 3 5 . 5 0 9

再生骨材 1 3 - 0 6 3 . 0 7 2 . 5 1 1 2 5 . 1 1 7

ＲＪ- 1 0 . 2 7 0 . 9 2 5 0 . 2 9 2

1 0 3 . 3 4 4 0 . 1 1 2

2 . 5 9 2 . 5 0 0 4 0 . 1 1 2 4 2 . 6 1 2 2 . 4 8 6
1 . 0 3 6



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

アスファルトの種類 アスファルトの密度（Ａ） アスファルトの温度 骨 材 の 温 度

突 固 め 温 度 突 固 め 回 数 力計の係数（Ｂ）

℃ ℃

℃ 回

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲供

試

体

条

件

供

試

体

番

号

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
％

供試体寸法

厚さ（ｃｍ）

1 2 3 4 平均

密 度 安定度空
中
質
量

水
中
質
量

表
乾
質
量

容

積

か

さ

理

論

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

容

積

空

隙

率

骨
材
間
隙
率

飽

和

度

力
計
の

読

み

安
定
度

フ
ロー

値

残
留
安
定
度

（ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｃｍ ） （ｇ/ ｃｍ ）（ｇ/ ｃｍ ） （％） （％） （％） （％） （ｋＮ） 1 / 1 0 0ｃｍ （％）
3 3 3

⑨ － ⑧ ⑦ ／ ⑩ ⑬ ＋ ⑭ （Ｂ）×⑰
①×⑪

（Ａ）
（1 －⑪／⑫）

×1 0 0 ⑬／⑮×１００

平均

平均

平均

再生アスファルト 1.025 175 215

160 50 0.142

標

準

5.6

1 6.38 6.36 6.37 6.36 6.37 1231.8 715.6 1232.9 517.3 2.381 75 10.65 34

2 6.37 6.36 6.37 6.36 6.37 1223.8 711.6 1224.9 513.3 2.384 76 10.79 35

3 6.41 6.40 6.41 6.40 6.41 1224.9 712.7 1225.9 513.2 2.387 81 11.50 30

2.384 2.486 13.0 4.1 17.1 76.0 10.98 33

水

浸

5.6

1 6.38 6.39 6.38 6.39 6.39 1231.4 715.1 1232.5 517.4 2.380 72 10.22

2 6.35 6.34 6.35 6.34 6.35 1227.0 715.6 1228.0 512.4 2.395 70 9.94

3 6.42 6.42 6.44 6.43 6.43 1229.1 714.9 1230.2 515.3 2.385 71 10.08

2.387 2.486 13.0 4.0 17.0 76.5 10.08 91.8



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

密

度

空

隙

率

フ

ロ

｜

値

安

定

度

：残留安定度％（右目盛）7 5 以上

残

留

安

定

度

飽

和

度

アスファルト量（％）

アスファルト量（％）

密 度

安 定 度

空 隙 率

飽 和 度

フロー値

（ｇ／ｃｍ ）３

（％）

（１／１００ｃｍ）

( k N ) （％）

（％）

4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 4. 5 5 . 0 5.5 6 . 0 6 . 5

4.5 5.0 5.5 6.0 6 . 5 4 . 5 5 . 0 5.5 6 . 0 6 . 5

4.5 5.0 5.5 6.0 6 . 5

2. 2 90

2. 3 10

2. 3 30

2. 3 50

2. 3 70

2. 3 90

2. 4 10

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

2

3

4

5

6

7

8

40

50

60

70

80

90

1 00

0

10

20

30

40

50

60

7 0

7 5

8 0

8 5

9 0

9 5

1 0 0

( ３～６) ( ７０～８５)

( ２０～４０)

4.5 5.0 5.5 6. 0 6. 5

共通範囲 5 . 1 0 ～ 6 . 0 0 （％）

設計アスファルト量 5 . 6 （％）



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

現 場 配 合 の 決 定

骨 材 配 合 比 外 割 配 合 比 内 割 配 合 比 １バッチ質量（ｋｇ）骨材累加質量（ｋｇ）

旧 ア ス フ ァ ル ト

再 生 用 添 加 剤

新 ア ス フ ァ ル ト

合 計

（％） （％） （％）

（１） 混 合 温 度・・・・・・・・・ アスファルト製造業者の掲示する範囲 ℃ ～ ℃

の中から選び混合温度（指定温度）を ℃とする。

（２） 再生骨材加熱温度・・・・・・・・ 加熱温度による旧アスファルトの劣化を防ぐ目的に

より ℃とする。

（３） 骨材加熱温度・・・・・・・・・・ 混合温度より ℃高くして ℃とする。

（４） アスファルト加熱温度・・・・・・ 混合温度と同じ ℃とする。

（５） 初期転圧温度・・・・・・・・・・ 転圧温度は、アスファルト製造業者の掲示する条件の

範囲より選び ± ℃とする。

１バッチ １０００ ｋｇ

３ ビ ン

２ ビ ン

１ ビ ン

再 生 骨 材

1 4 . 2 1 4 . 2 0 1 3 . 4 0 1 3 4 3 7 7

1 1 . 8 1 1 . 8 0 1 1 . 1 4 1 1 1 2 4 3

1 4 . 0 1 4 . 0 0 1 3 . 2 2 1 3 2 1 3 2

6 0 . 0 6 3 . 0 7 5 9 . 5 4 5 9 8 5 9 8

( ) ( )3 . 0 7 2 . 9 0

0 . 2 3 0 . 2 2

2 . 6 3 2 . 4 8 2 5 . 0 2 5 . 0

1 0 0 . 0 1 0 5 . 9 3 1 0 0 . 0 0 1 0 0 0 . 0 1 0 0 0 . 0

※添加剤は再生ドライヤ内添加のため

再生材の計量値に含まれます。

1 6 5 1 8 5

1 7 5

1 4 0

4 0 2 1 5

1 7 5

1 5 0 1 5



ホイールトラッキング試験

調査名・目的 配合設計

混合物の種類 再生密粒度アスコン（1 3 ）改質Ⅰ型

試験年月日 ２０２４年 ４月１５日

試 験 者 田子三由生

走 行 方 式

載 荷 荷 重

供 試 体 の 種 類

供 試 体 の 寸 法

試 験 温 度

タ イ ヤ ゴ ム 硬 度

載 荷 方 法

室 内 養 生

走 行 回 数 （ Ａ ）

試験時間 基準密度（Ｂ） ２．３８５

クランク式

６８６Ｎ（接地圧 ０. ６３ＭＰa ）

室内作製

長さ３００ 幅３００ 厚さ５０（ｍｍ）

６０℃ 養生時間 ６時間

７８±２

垂直

１２時間

４２ 回／分

６０分 ｇ／ｃｍ３

供 試 体 番 号 ① ② ③ 平 均

供

試

体

作

製

ホ

イ

｜

ル

ト

ラ

ッ

キ

ン

グ

試

験

①供試体質量

② 水 中 質 量

③供試体体積

④供試体密度

⑤ 締 固 め 度

走

行

時

間

（分）

変

形

量

（ｍｍ）

０ ⑥ ｄ ０

５ ⑦ ｄ ５

１０ ⑧ ｄ１０

１５ ⑨ ｄ１５

３０ ⑩ ｄ３０

４５ ⑪ ｄ４５

６０ ⑫ ｄ６０

⑬圧密変形量（ｍｍ） ⑭

⑮動的安定度
（回／ｍｍ）

⑰平均値との差の平方

⑱標 準 偏 差 変動係数（％）

時間－変形量曲線の形状

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ ⑯＝（Ａ）×１５⑫－⑪の平均

１ 上 凸 型 ２ 直 線 型 ３ 変 曲 型

（①－②）×１

①／③

④／（Ｂ）×１００

⑪×４－⑫×３

（Ａ）×１５
⑫－⑪

（⑯－Ｘｉ）

ｓ＝ Σ⑰／ｎ－１( ) ｃｖ＝⑱／⑯×１００

2

（ｇ）

（ｇ）

（ｃｍ３）

（％）

（ｇ／ｃｍ３）

１０５９０ １０５８４ １０５９４

６１４０ ６１００ ６１３７

４４５０ ４４８４ ４４５７

２．３８０ ２．３６０ ２．３７７

９９．８ ９９．０ ９９．７

２．３５ ３．０１ ２．４７

２．６０ ３．２４ ２．７４

１．６０ ２．３２ １．６６

２５２０ ２７４０ ２３３０

０ ４８４００ ３６１００

⑫－⑪の平均
＝0 . 2 5

２０５．５

２．３７２

９９．５

１．８６

２５２０

８４５００

８．２


